
１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の
範囲・人数

支出額
（千円）

フットパス事業
「ぶら～り神取　歴史散歩」開催

10月20日 明野町内 8人 北杜市内 59

「明野神楽保存支援」事業
伝統芸能研修会開催補助

11月4日 明野総合会館 3人 山梨県内 270

伝統文化体験事業
「わら細工に挑戦　正月飾り作
り」開催

12月13日 法人事務所 7人 北杜市内 4

文化財調査事業
市内遺跡等調査支援業務

通年
北杜市内の遺
跡及び埋蔵文
化財センター

50人 北杜市内 96,808

神奈川県立歴史博物館
所蔵縄文土器修理業務

9月～3月
北杜市埋蔵文
化財センター

1人 88

農地耕作条件改善事業
神の前Ｂ遺跡発掘調査業務

12月～3月
埋蔵文化財セ
ンター及び法
人事務所

20人 北杜市内 9,604

機関紙の
発行

かやぶんかわら版発行 年間2回 1人
会員他

100人／回
4

今年度は該当なし

（２）　その他の事業

（１）　特定非営利活動に係る事業

文化財の保
護、保全、
公開、普
及、活用、
調査研究に
関する事業

平成３０年度事業報告書

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで

特定非営利活動法人茅ヶ岳歴史文化研究所　　

　文化財の保護、保全、公開、普及、活用、調査研究に関する事業の内、倭神楽を広く一般の人々
に働きかけるものとして、明野町民俗芸能保存会が主催する伝統芸能研修会を、事務局としてサ
ポートした。今年度は明野町内の６団体が中心となり、十五所神社の宮司に依頼し「お神楽奉納の
為の心構えと作法」と題し講演会を開催した。漫然と伝習されていた所作の本来の意味や正しい方
法などを学び、伝統芸能を続ける人達の活動意欲の向上につながった。
　健康増進で注目されているフットパスを取り入れ、昨年に続き３回目となる「ぶら～り神取　歴
史散歩」を秋に開催した。明野町文化協会郷土研究部の協力のもと、ただ歩くのではなく地域の歴
史や文化に触れながらの散策を通し、普段の生活の中に隠れている文化財に関心を持ってもらう機
会となった。
　また、前年度から「わら細工に挑戦」というテーマで伝統文化を体験する事業を開始し、シリー
ズの２回目となる「正月飾り作り」を開催した。わら細工の基本となる縄綯いを体験してもらい、
その縄を利用して紙垂の作り方等も教示しながら、手作りの正月飾りを参加者それぞれの思いを込
めて作ってもらった。年中行事の簡素化に伴い正月にしめ飾りを飾らない家庭も増えてきている
中、自分で作る楽しさと伝統文化に触れる機会を提供できた。
　数年来継続して委託を受けている発掘調査に伴う調査支援業務を今年度も北杜市から受けたほ
か、県外博物館所蔵の縄文土器の修理などを実施した。北杜市内の土地改良事業や太陽光発電に伴
う遺跡包蔵地の発掘調査を実施し、文化財の保護・調査研究に寄与することができた。
　機関紙の発行として「かやぶんかわら版」を発行し、法人会員らに配布してもらうなど、当法人
の活動を周知することができた。


